
  
              No    Name          

【１】荷重－変形量について（参照：教科書Ｐ８３～） 
 

荷重－変形量につい

て知っていることを

書いてみよう！！ 

 
 

 
【２】応力－ひずみ線図について 
・ 試験片： 4 号試験片（ＪＩＳ Ｚ ２２０１） 
       標点距離Ｌ ５０ｍｍ、平行部の長さＰ ６０ｍｍ､ 直径Ｄ１４ｍｍ 

        試験片断面積Ａ １５４ｍｍ２  
 
・ 応力､ひずみを求める式 （１ＭＰａ＝１Ｎ／ｍｍ２） 

 応力σ（ＭＰａ）＝ 
）断面積（ｍｍ

荷重（Ｎ）
２

 

    ひずみε（－） ＝ l
lD

 

 
・ 上の試験片を使ったデータより空白部分を埋めて表を完成させなさい。（Ｎ君のデータ） 

Ｎｏ 荷重（Ｎ） 変形量（ｍｍ） 応力（ＭＰa） ひずみ（－） 
１ ０．０ ０．００ ０ ０．０００ 

Ａ ２７．７＊１０３ ０．１０   
Ｂ ３３．８＊１０３ ０．１５   
Ｃ ３７．７＊１０３ ０．２５   
５ ２９．２＊１０３ ０．４０ １９０ ０．００８ 
６ ３３．８＊１０３ ０．６０ ２２０ ０．０１２ 
７ ２９．２＊１０３ ０．９０ １９０ ０．０１８ 
８ ３３．８＊１０３ １．１０ ２２０ ０．０２２ 
９ ２９．２＊１０３ １．２５ １９０ ０．０２５ 
１０ ３３．１＊１０３ １．４０ ２１５ ０．０２８ 
Ｄ ２９．１＊１０３ １．５０   
１２ ５８．５＊１０３ ４．００ ３８０ ０．０８０ 
Ｅ ６２．８＊１０３ ５．００   
１４ ６１．６＊１０３ ６．００ ３８０ ０．１２０ 

Ｆ ４４．７＊１０３ ７．５０   

応力、ひずみを求める式

を忘れた人は、参考にし

てください。 

Ｂ－１ プリント 



・応力－ひずみ線図を作成しよう（スクリーンの図をみてまねしてみよう！） 

応力－ひずみ線図
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【４】自分の作成したグラフ上に用語を記入し、その上、下記の用語の表も完成させなさい。 
 

弾性限度 
 
 

比例限度 
 
 

降伏点 
 
 

引張強さ 
 

 
【５】授業で気づいた事や疑問なところを書いておこう！！ 
 
 
 
 
 
 
 


